
 
 

区民参加型調査「としま生きものさがし」                  

 

１．調査の目的 

 本業務における区民参加型調査の目的は、生物多様性についての普及啓発である。また

多くの人の目で調査することで、夜間や私有地の生きものの生息・生育状況の記録、希少

種の発見など、動植物生態調査と連携して区内の動植物相を把握することも目的である。 

 今年度は、参加者から調査用紙を送っていただく「報告型調査」を実施した。 

 

２．報告型調査 

（１）実施内容 

  今年度の実施内容は以下の通りである。 
 
   期      間：令和 3 年 6 月 1 日～9 月 30 日 
   調査の流れ：図Ⅱ－２－１参照 

調査対象種：図Ⅱ－２－２参照 
   配  布  物：としま生きものさがし 2021 年調査ガイド（図Ⅱ－２－２） 
           調査レポート用紙（図Ⅱ－２－３） 
   配布場所 ：環境政策課窓口、東・西区民事務所、区民ひろば、図書館、地域文化 

(入手方法)  創造館等の施設。区立小学校 3～4 年生、区立保育園 5 歳児クラス、

区立幼稚園 4、5 歳児クラス、フレイル事業参加者に配布。 
その他 豊島区ホームページからもダウンロード可。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  図Ⅱ－２－１ 調査の流れ 

 



 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－２－２ としま生きものさがし 2021 年調査ガイド（1、4ページ） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－２－２ としま生きものさがし 2021 年調査ガイド（2、3ページ） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－２－３ 調査レポート用紙（表面） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－２－３ 調査レポート用紙（裏面） 

 



（２）調査結果 

概要を表Ⅱ－２－１に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

１）報告件数と延べ参加人数の推移 

  本調査開始以降の報告件数と延べ人数の推移を示す（図Ⅱ－２－４）。 

報告件数は、「としま生きものさがし 2021 調査ガイド」掲載の調査対象種（種群）の

報告、調査対象種（種群）以外の報告、区外からの報告、に分類している。ただし調査

対象種群は必要に応じて見直しているため、年により内容が異なる。延べ人数は、人数

×日数で集計している。 

  報告件数、延べ人数ともに概ね増加傾向である。特に今年度は、報告件数が過去最多

であった。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表Ⅱ－２－１ 報告件数等の概要 

図Ⅱ－２－４ 報告件数と延べ参加人数の推移 

令和3年 令和2年 令和元年

1,115 957 861
（15） （11） （19）

883 711 661

メール 27 7 3

FAX 0 1 0

郵送 13 4 20

窓口 60 85 22

電子申請 0 0 2

イベント - - 152

計 100 97 199

589 521 421延べ参加人数

項目

報告件数
（うち区外）

調査対象種（種群）件数

調査用紙
回収枚数

回
収
方
法



２）参加者の属性 
①年代 

  参加者の年代別の延べ人数は、保育園児が延べ 169 人で最も多かった（図Ⅱ－２－

５）。次いで 50 代が 126 人、小学生が 119 人と続く。50 代の参加者は、感想から読み

取るとリピーターの方が多いようである。 
  中学生、高校生、その他の 10 代、20 代、80 代の参加は無かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②居住区分 

参加者の在住、在勤、在学の別を示す（表Ⅱ－２－２）。在住者が延べ 515 人と最も

多く、次いで在学者、在勤者の順となった。 

 
 
 
 
 
  

図Ⅱ－２－５ 年代別の延べ人数 

表Ⅱ－２－２ 在住、在勤、在学別の延べ人数 

項目 在住 在勤 在学 その他 不明 合計

延べ人数（人） 515 22 27 9 16 589



３）報告の内訳 

①地域別の件数 

地域別の報告件数は目白、駒込、南池袋の順で多かった（表Ⅱ－２－３）。それぞれ

学習院大学、染井霊園、雑司ヶ谷霊園のある地域である。 
 

②分類群別の件数 

  昆虫が 928 件、116 種と最も多く、次いで鳥類が 83 件、17 種となった（区外からの

報告を除く）（表Ⅱ－２－４）。種数は重複している可能性があるものや疑わしいものを

除くと、合計 156 種であった。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③調査対象種（種群）の件数 
報告件数は 883 件であった（区外からの報告を除く）（表Ⅱ－２－５）。チョウのなか

まの報告が 371 件で最も多く、次いでセミのなかま 204 件、トンボのなかま 128 件で

あった。 
  種別に見るとミンミンゼミの報告が最も多く、次いでナミアゲハ、アブラゼミの順で

あった。 
調査ガイドで紹介していない種でも、その種群に含まれれば集計に入れた。例えば、

チョウのなかまのヤマトシジミは調査ガイドに掲載していないが、件数にカウントし

た。なお、表中に網掛けで示した行は調査ガイドに掲載した調査対象種である。 

表Ⅱ－２－３ 地域別の報告件数 表Ⅱ－２－４ 

分類群別の報告件数および種数 

件数 種数

植物 1 1

哺乳類 9 2
鳥類 83 17
爬虫類 24 3

両生類 25 2
昆虫類 928 116
クモ類 12 10
その他 18 5

総計 1,100 156
※区外からの報告を除く

町名 件数

目白 124

駒込 93
南池袋 76
南大塚 69
巣鴨 62
南長崎 52
西巣鴨 46
上池袋 40
東池袋 36
長崎 25
千早 24
池袋 22
高田 20
雑司ヶ谷 18
西池袋 18
池袋本町 16
北大塚 14
高松 12
千川 6
要町 3
区外 15
不明 324

合計 1,115



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

表Ⅱ－２－５ 調査対象種（種群）の報告件数 

チョウの
なかま

セミの
なかま

トンボの
なかま

バッタ・
カマキリ
のなかま

ヒヨドリ・
ムクドリ

トカゲの
なかま

アズマ
ヒキガエル

合計

ナミアゲハ 64 64

モンシロチョウ 61 61
ヤマトシジミ 45 45
アオスジアゲハ 44 44
クロアゲハ 43 43
ツマグロヒョウモン 38 38
キタキチョウ 24 24
イチモンジセセリ 9 9
オオスカシバ 4 4
アカボシゴマダラ 3 3
ヒメジャノメ 3 3
モンキチョウ 3 3
ルリタテハ 3 3
ジャコウアゲハ 2 2
セスジスズメ 2 2
アサギマダラ 1 1
ウラギンシジミ 1 1
ウラナミシジミ 1 1
エビガラスズメ 1 1
オオミズアオ 1 1
カラスアゲハ 1 1
キアゲハ 1 1
コスズメ 1 1
ゴマダラチョウ 1 1
スジグロシロチョウ 1 1
ベニシジミ 2 2
ベニスズメ 1 1
ホシホウジャク 1 1
ムラサキシジミ 1 1
セセリチョウ科の一種 2 2
チョウ目の一種 6 6

ミンミンゼミ 67 67
アブラゼミ 62 62
ツクツクボウシ 24 24
クマゼミ 19 19
ニイニイゼミ 18 18
ヒグラシ 10 10
セミ科の一種 4 4

シオカラトンボ 40 40
アキアカネ 28 28
ギンヤンマ 22 22
オオシオカラトンボ 17 17
アジアイトトンボ 3 3
ショウジョウトンボ 3 3
アオイトトンボ 2 2
コシアキトンボ 2 2
コノシメトンボ 2 2
アオモンイトトンボ 1 1
オオヤマトンボ 1 1
オニヤンマ 1 1
クロイトトンボ 1 1
ハグロトンボ 1 1
トンボ目の一種 4 4

オンブバッタ 25 25
ハラビロカマキリ 22 22
ショウリョウバッタ 19 19
アオマツムシ 4 4
クビキリギス 4 4
エンマコオロギ 3 3
オオカマキリ 2 2
クサキリ 2 2
コカマキリ 2 2
トノサマバッタ 2 2
コバネイナゴ 1 1
ノミバッタ 1 1
オカメコオロギの一種 1 1
コオロギ上科の一種 2 2
イナゴ科の一種 1 1
カマキリ目の一種 2 2

ムクドリ 24 24
ヒヨドリ 18 18

ニホンヤモリ 22 22
トカゲ亜目の一種 1 1

アズマヒキガエル 22 22

合計 371 204 128 93 42 23 22 883



④新たに確認された種 

  区民参加型調査により、動植物生態調査で確認されていない種が新たに 14 種、報告

された（表Ⅱ－２－６、図Ⅱ－２－６）。動植物生態調査で対象としていない種群や飼

育されたもの、園芸草本類は除く。 
  東京都レッドリスト（区部）記載種では、アオイトトンボ（絶滅危惧Ⅱ類）が駒込四

丁目で見つかった。レッドリスト記載種以外では、「渡り」をするチョウとして知られ

るアサギマダラが上池袋一丁目から報告され、区内のみどりが「渡り」の中継地として

利用されている可能性が示唆された。その他、トンボ類やチョウ類、コウチュウ類の初

確認が多かった。 
  これらは、多くの人の目で多くの場所を調査できるという区民参加型調査の利点が活

かされた結果といえる。14 種中 11 種は大人の方からの報告であった。今後も幅広い年

代に参加を呼び掛け、情報収集していくことが望ましい。 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

表Ⅱ－２－６ 新たに確認された種 

図Ⅱ－２－６ 新たに確認された主な種 

アサギマダラ 上池袋一丁目 オオヤマトンボ（ヤゴ） 西巣鴨一丁目 

分類群 目名 科名 種名 備考

昆虫類 トンボ アオイトトンボ アオイトトンボ 都（区部）：VU

イトトンボ アオモンイトトンボ
ヤマトンボ オオヤマトンボ

ナナフシ ナナフシ ナナフシモドキ
チョウ タテハチョウ アサギマダラ

スズメガ エビガラスズメ
ベニスズメ

コウチュウ ゲンゴロウ ヒメゲンゴロウ
ゴミムシダマシ ユミアシオオゴミムシダマシ
カミキリムシ キボシカミキリ

アトジロサビカミキリ
キマダラミヤマカミキリ

ハムシ イチモンジカメノコハムシ
ハチ ヒメバチ クロハラヒメバチ

都RL：都レッドリスト　VU：絶滅危惧Ⅱ類



（３）広報ツール作成 

 １）作成の目的 

区民の方への「としま生きものさがし 2021」の結果報告、および生物多様性について

の普及啓発と今後の参加型（報告型）調査への参加を促すことを目的とする。 
 
２）構成 

  A3 両面で 2 つ折りし、A4 サイズ 4 ページのニュースレターとした。 
今年度は 1 ページ目を「フォトコーナー」とし、参加者から投稿いただいた写真を掲

載した。2 ページ目は「調査結果」として、報告の内訳を調査対象種（種群）と調査対

象種（種群）外の生きものに分け円グラフで示した。見つけた生きものランキングや、

見つかった希少な生きもの、報告が増えた種、地域別の報告数などをイラストやグラフ

を交えて紹介した。3 ページ目は「としまで見つけた生きものマップ」と題し、どこで

どんな生きものが見つかったかを写真と地図を用いて紹介した。また参加者の感想と、

いただいたイラストの一部を掲載した。4 ページ目には生きものの観察を促すためのコ

ラムを掲載した。ニュースレターの配布時期に合わせ、公園などで春に見ることができ

るアズマヒキガエルの蛙合戦を取り上げた。 
 

  ニュースレター 令和 3 年号を図Ⅱ－２－７に示す。 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ－２－７ ニュースレター 令和 3年号（1、4 ページ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図Ⅶ－２－７ ニュースレター 令和 3年号（2、3ページ） 



（４）今後の展望 

１）今年度の成果 

  報告件数、延べ人数ともに年々増加しており、特に今年度は報告件数が過去最多であ

った。参加者はほとんどが区内在住者で、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う在宅時

間の増加、また身近な公園などで個人で取り組める活動のニーズがうかがえる。参加者

の感想からも「虫たちのことがしれてよかった」等、概ね好評をいただけた。一方、

「年々観察される生物の種類が減ってきている」という意見、また、他区のように大き

く自然豊かな公園があると良い、虫の観察会をしてほしい等の意見もあった（表Ⅱ－２

－７）。 

  報告内容では昨年同様ナミアゲハ、ミンミンゼミ、アブラゼミが上位を占めた。これ

らは区内で最もよく見られる生きものといえる。今年度はセミ科、特に温暖化で分布が

北上しているクマゼミや区内では個体数が少ないヒグラシの報告が増加したが、実際の

傾向を把握するためには継続して見ていく必要がある。またスズメガ科、コウチュウ類

の報告も増加した。 

  団体では高松第二保育園、南長崎はらっぱ公園を育てる会の 2 団体からの参加があっ

た。 

 

２）次年度の提案 

①生きものの問い合わせアドレスの活用 

生きものに関する区民の方からの問い合わせアドレスを設けているが、今年度は質問

が寄せられなかった。調査ガイドにアドレスを掲載し、ホームページからはメールフォ

ームで送信できるようにするなど、気軽に利用してもらえるよう周知を図りたい。 

 
②調査対象種の見直し 

本調査を開始した平成 27 年度は、調査対象種は指標性を考慮して選定された。しか

し、指標種の調査よりも生きものに興味を持ってもらう段階が必要であることが課題に

上がり、平成 28 年度には親しみやすさ、見つけやすさをもとに対象種が見直された。

以降は、報告件数が増加し報告される種数も増えてきている。 

今後は親しみやすさを残しつつ、指標性を取り入れた調査対象種を再検討したい。候

補種を以下に挙げる。 

 

・温暖化やヒートアイランドの影響で分布域が北上している種 

クマゼミ、ツマグロヒョウモン、ナガサキアゲハなど 

 ・都市部で少なくなってきている種 

スズメ、ミノガ類（ミノムシ）、カタツムリ類、両生類、爬虫類など 

  ・生息環境の違いから環境の把握に役立つ種 

   オオカマキリ：草地／ハラビロカマキリ：樹林 

   オンブバッタ：低茎草地（広葉）／ショウリョウバッタ：高茎草地（イネ科）など 

 

  これまでも調査対象だった種が含まれるが、なぜ見つけてもらいたいのか、目的を整

理することは必要である。 

  参加者が種類を見分けやすいことも重要である。トンボ類は飛翔速度が速く種によっ

ては同定が難しい。これまでのアキアカネの報告も実際はナツアカネやショウジョウト

ンボ、ウスバキトンボなどの別種が混ざっていると思われる。ただし幼虫（ヤゴ）が好



む水辺環境の違いや成虫の生活環から、トンボ類の生息状況は自然環境の把握に有効で

ある。例えばアキアカネを「アカネ類」とまとめて報告してもらうなどの工夫は試行の

余地がある。 

 

③参加者を増やす取り組み 

  市民団体や学校との連携を引き続き行っていくことが望ましい。総合学習や理科の授

業、クラブ活動などに取り入れてもらうことで小学生や中高校生の参加が期待できる。 
また、職員が常駐している公園や緑地での配布も効果的と考えられる。区立施設では

池袋の森、目白の森、目白庭園など、区立施設ではないが今年度報告が多かった地域に

ある学習院大学、染井霊園、雑司ヶ谷霊園などでの周知が可能であれば実施できると良

い。 
 

 ３）今後の展望 

「としま生きものさがし」は今年度で 7 年目を迎え、データが蓄積されてきているこ

とから、一度これまでの報告を分析する機会を設けることを提案したい。生物相の変

化、地域差、緑被率との関連など多方面から考察を行うことで区内の自然環境をより踏

み込んで把握し、取り組みの改善やまちづくりの参考にできるデータとしたい。 

区民によって得られたデータの活用は本事業の意義を高めることにつながり、区民に

とっても調査結果が活用されている実感は今後の参加意欲になると考えられる。得られ

た分析結果はニュースレターのように分かりやすい内容にまとめ、広く共有することが

望ましい。 
 

  



 
 

 

 

 

レポート
用紙の
通しNo.

感想

5
散歩しながら色んな生き物を見つけるのが楽しみになっていました。知らない間に冊子の生き物の
名前と特徴を覚えていてびっくりしました。（母）

3

比較的敷地の広い一戸建ての跡に次々とマンションが建設され、植栽、緑地の二次元的継続性が
無くなり年々観察される生物の種類が減ってきています。豊島区は最近何かと言えばSDGsという
言葉を出しますが、このような条例を満たしていればよいというような安易な開発が続いているのを
見ると、豊島区は本当の意味の持続可能性が理解できているのか甚だ疑問です。

1
イケサンパークの草むらにバッタ、コオロギをたくさん見つけた。8月中旬には3cmくらい巨大なコオ
ロギも発見して、びっくりした。生きものさがしとても楽しかったです。

7

西巣ビオトープは一昨年より植物を増やし継続的に整備しているので、着実に生きものの種類が増
加。また西巣鴨小プールでは、過去のヤゴ救出では見たことのないコシアキトンボとオオヤマトンボ
のヤゴを救出。昨年水泳の授業がなく1年半以上水を張った状態だったからかもしれません。救出し
たヤゴは自宅にて飼育、一部をトンボにして放つことができました。環境を整備すると多様な生きも
のがやってくるのだと改めて実感。豊島の子どもたちの身近な環境教育の場となるよう、各学校や
公園にビオトープが増えていくと嬉しいです。

8
生きものさがしをして、いろんな生きものを知ったりすることができるので、こんな生きものがいるだ
…っとかべんきょうになるし、さがすのもたのしかったです。

10
転勤族で2021年4月より転入致しましたが、予想以上に多様な昆虫が多く驚きました。また生まれ
育った地域と違い、アオスジアゲハ、ミンミンゼミの多いことにも気が付きました。マンションのベラン
ダのゴーヤカーテンにも多様な昆虫が集まってきました。

11 子供が4歳になり、虫が大好きになり、今年はいろいろさがすことができました。

14

ベランダのゴーヤ、屋内階段の窓ぎわ、屋上、非常口の扉など区民ひろば周辺のところどころで見
つけました。見つけようと動き回るとうまくいきませんが、「生き物」は気にかけていれば思わぬとこ
ろにいるのがおもしろいところです。セミを初めてさわるという子とその様子を観察できたのはよかっ
たです。

18
生きものさがしに参加しなかったら、コマルハナバチを気にかけることはありませんでした。今年も、
コマルハナバチに会えて、黒色だったのでメスでした。

19
もともと生きものなどが大すきでこういうきかくがあると、とてもうれしくなって楽しく虫や鳥をさがせる
ようになって、このきかくのおかげで自由けんきゅうテーマも決められました。本当にありがとうござ
います。とでんぞうしがやの「そうしがやぼち」に生き物がたくさんいます。行ってみてください。

20
家の近所の公園は静かな公園が多く、虫の気配がありませんでしたが都心の公園をまわってみる
とセミしぐれが聞こえるところが多くびっくりしました。

24 虫をさがすのがたいへんでした。

25 かぶとむしつかまえたい。

26
昨年は家の近くでセミを見つけました。今年は庭の掃除をしていて、雑草を抜こうとしたらオンブバッ
タを見つけました。緑色が草と似ていて、跳ばなければ気が付きませんでした。ちなみにスズメはよ
く庭に遊びに来ます。

28 虫たちのことがしれてよかったです。

30 たのしかった。

31
時間があるとよく公園など散策しています。生きものが生活しているのを見るのが楽しいです。スズ
ミグモを初めて見ました。生息域が北上しているようなので、段々当たり前に見られるようになって
いくのかもしれません。

表Ⅱ－２－７ 参加者の感想（１／２） 
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34 生きものさがしをするのがたのしかった。

35
今夏、虫に興味をもって公園で遊ぶ良いきっかけになりました。トンボは動きが早くて種類を識別で
きませんでしたが、セミの種類を覚えて得意になっていました。今後共楽しい企画を期待しておりま
す。母

37

いつも「蝶々だね～トンボだね～」と言うだけなのに、今回の調査では、昆虫の図鑑で種類を調べ
たりして、親子で楽しむことができました。「アオスジアゲハがいた！」などと覚えていました。文京区
の六義園や新宿区の新宿御苑などでは、もっといろいろな種類の昆虫を見つけることができまし
た。豊島区にもああいった大きな、自然豊かな公園があると嬉しいです（難しいとは思います
が・・・）。

40 いろんな生きものが見れて、楽しかったです。こんども、見つけてみたいです。

41 ツクツクボウシ、ニイニイゼミは鳴き声だけで見たことはありません

42 こわすぎてめちゃこわかったです。なのでにげちゃいました。

43

聞きなれない鳴き声がして見上げてみると、見慣れない鳥が針葉樹の枝で何か小さな生き物を食
べていました。帰宅してネットで調べたところ「ツミ」という鳥でした。長いこと東京で暮らしています
が、猛禽類を見たのは初めてです。豊島区には良い自然環境が残っていると感心しました。ハクビ
シンは空き家に住みついているらしいですが、サンシャイン近くにいるなら、空き家ごと保存して、
キッズパークにハクビシンの来る網のトンネルで展示とかしたら楽しいかもしれません。名物になる
かも…

45
たのしかった！！家の近くにもっと虫や生き物と触れ合える場所が欲しい！虫の観察会をやってほ
しい！

46
狭い自宅に庭にあげは幼虫のために、レモンとみかんの木を育て、ちょうのために、お花を上、庭に
殺虫剤をまかないようにしています。ムクドリやヒヨドリが来る頃は、屋上に、毎日バナナを切ってつ
けています。少しでも生きもの達が増えてくれればいいなと思ってやっています。

47
ほそかわ庭園にはほとんどオオシオカラトンボとシオカラトンボだったけど、その中に１ぴきだけ大き
いオニヤンマがいたのでびっくりしました！（すこしシオカラトンボにさわれました。）木にのぼろうとし
ているミンミンゼミを手にのせました。ぜんぜんはなれてくれなかったです。

60
生きものは、みじかにいるけれど、それをかんさつをできた。虫は、きょうみがあるけれどさわれない
が、もっときょうみをもっと少しさわれる虫がふえました。一番すきな虫　そだてた事があるギンヤン
マです。

61
生きものにコロナは関係ないのですね。感染者が増えた夏でも、生きものは変わらず生活していま
した。マスクしながら生きもの観察は、大変でした。でも、楽しかったです。今年は、チョウトンボには
会えませんでした。今後とも、豊島区の生きものや自然を楽しみ、大切にしていきたいと思います。

62 ちょうちょがかわいかった。とんぼさんがおもしろかった。

表Ⅱ－２－７ 参加者の感想（２／２） 


